
第15回 模擬保育を含めた領域「健康」に関する理解 生涯を通じた健康に関しての予習・復習

第13回 模擬保育の実践 模擬保育を行うにあたっての予習

第14回 模擬保育の振り返り 模擬保育についての復習

第11回 情報機器を利用した保育現場の実際 保育現場の実際についての予習・復習

第12回 保育指導案の立案 保育指導案の立案についての予習・復習

第９回 縄・フープ遊びについての保育構想 縄・フープ遊びついての復習

第10回 マット遊びについての保育構想 マット遊びについての復習

表現遊びについての復習

第７回 ボール・風船遊びについての保育構想 ボール・風船遊びについての復習

第８回 固定遊具遊びについての保育構想 固定遊具遊びについての復習

参考書
等

『幼児期運動指針ガイドブック』文部科学省
『幼稚園教育要領』文部科学省
『保育士保育指針』厚生労働省
『幼保連携型認定子ども園教育・保育要領』内閣府

受講生への
メッセージ

模擬保育を通して、乳幼児の遊び、健康について理解し、現場で運動遊
びが実践できる保育者を目指しましょう。

第１回 幼稚園教育要領及び保育所保育指針についての理解（乳幼児の健康と現代的課題）
幼稚園教育要領及び保育所保育指針を踏まえた現代にお
ける乳幼児の課題についての予習・復習

第２回 保育環境と安全について リスク・ハザードを含めた安全についての予習・復習

第３回 領域「健康」及び小学校との連携について 領域「健康」及び小学校との連携についての予習・復習

第４回 感覚遊びについての保育構想 感覚遊びついての復習

試験 定期試験を実施する

教科書 なし
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受講態度（10％）
提出物（10％）
発表内容（10％）
定期試験（70％）

第５回 素材遊びについての保育構想 素材遊びについての復習

第６回 表現遊びについての保育構想

課題等への対応 授業外学修時間

随時対応する。 15時間

回数 授業計画 学習課題（予習・復習）

５． 領域「健康」に関連した現代的課題を知り、保育構想の向上に繋げられる。 成績評価の方法と割合

授業方法

ＩＣＴを含む各種の教材、教具を使用しながら、模擬保育を含めた領域「健康」に関する授業を演習形式で行う。
予習・復習については、合計15時間を確保すること。

○ ◎ ○ ◎ ○

３． 乳幼児の心情、認識、思考及び動き等を視野に入れた保育構想ができる。

４． 模擬保育とその振り返りを通して、保育を改善する視点を身に付ける。

科目の到達目標

１． 幼稚園教育要領及び保育所保育指針について理解している。

２． 乳幼児の健康に関する内容及び小学校の教科等との繋がりを理解している。

科目の主題 学修成果との関連（大◎、中〇、小△）

乳幼児の心身の発達を中心として、生活習慣、疾病、運動などに関わる専門的知識及び安全管理について理解す
る。

１．「尽心」
誠実な人柄と

人間力

２．「創造」
高度な知性と

創造力

３．「実践」
明確な意思と

実践力

必修

領域及び保育内容の指導法に関する科目 保育内容の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）
免許・資格

要件
幼稚園教諭選択必修、保育士必修

授業形態 演習

科目 施行規則に定める科目区分又は事項等 卒業要件

対象
学生

幼児教育学科
1年生

単位数 ２ 担当形態

21Y400 担当者 髙橋　秀樹

学期区分 後期

単独

科目
区分

専門教育科目 科目名 領域「健康」の指導法
科目
コード


